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1.公益財団法人日本鳥類保護連盟 総裁賞 

 

都道府県名 氏  名 功績概要 

神奈川県 馬場
ば ば

 國
くに

敏
とし

 
1.昭和 48 年に神奈川県川崎市に馬場総合動物病院を開

業し、一般の伴侶動物等の診療のみならず、傷病野生

鳥獣の救護および治療に尽力した。 

2.平成 10 年に野生動物の救護と救護指導、環境保全の

普及活動を目的として野生動物ボランティアセンタ

ーを設立した。そこを拠点に、傷病鳥獣や災害等によ

る被災動物の保護およびリハビリテーション活動を

展開した。神奈川県との協力関係のもと、傷病野生鳥

獣の保護・治療、および野生復帰活動において大きな

成果をあげる。 

3.平成3年の湾岸戦争によって発生したペルシャ湾油流

出事故の際には、環境省とともにチームリーダーとし

て現地に赴き、大きな被害を受けた海鳥類の救護活動

に尽力した。これは、日本人として初めて行われた海

外における油汚染鳥の救護活動となる。 

4.海外においては、平成 4年のスペインでのタンカー事

故、平成 5年のイギリスシェットランド島沖でのタン

カー事故、平成６年の南アフリカケープタウン沖での

タンカー事故、平成 13年のフランス、平成 18年のガ

ラパゴス、平成 20 年の韓国など、様々な油流出事故

における被害鳥の救護に従事した。 

5.国内においても、平成 10 年のナホトカ号油流出事故

を始め、平成 19 年の対馬沖オイル流出事故時の油汚

染鳥の救護活動において中心的な役割を果たした。 

6.平成 7 年の阪神淡路大震災、そして平成 23 年の東日

本大震災など、様々な災害時において現地に赴き、被

災動物（飼育動物、家畜類、野生動物）の救護活動に

尽力した。診療・治療、そして保護管理活動、収容施

設の設置協力のほか、飼い主や関係者の相談役として

も活動を展開した。 

7.自らの動物病院および野生動物ボランティアセンタ

ーにおいて、飼い主が見つからない動物や飼育が困難

となってしまった動物を保護し、健康管理ともに、新

たな飼い主となるべき里親の依頼も行う。 
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2.環境大臣賞（6件） 

 

都道府県名 氏 名 功績概要 

新潟県 古川
ふるかわ

 英夫
ひ で お

 
1．新潟県の林業行政に長年携わると共に長岡野鳥の会並び

に新潟県野鳥愛護会の会員また役員として 39 年間にわ

たり市民、県民に対し野鳥保護、森林保護思想の普及啓

発に努める一方、里山の鳥類相調査を 35年間にわたり継

続し、里山の保全活動にも尽力してきた。 

2.市民探鳥会をはじめ、市内小・中学校の探鳥会、愛鳥教

育の講師を務めるとともに、各種自然体験学習や環境教

育の企画・ 立案など自然保護思想の普及啓発に尽力し

た。 

3.野鳥調査を継続的に行い、蓄積したデータから里山の鳥

類相解明に多大な貢献をした。 

静岡県 山田
や ま だ

 次
なみ

雄
を

 

 

1.昭和 40 年に現静岡県志太榛原農林事務所管内の野鳥保

護調査会の設立に尽力し、以来 50年余りにわたり、野鳥

の保護活動と生息調査を継続して実施している。 

2．静岡県野鳥愛護協会大井川支部が協力して実施している

島田市内の小学校の野鳥観察会に講師として積極的に参

加し、野鳥愛護の精神の普及に努めている。また、焼津

市、藤枝市などで巣箱作りや巣箱架けの指導などを行っ

ている。   

3.野鳥が生息する現場を意欲的に巡回し、密猟や違法捕獲

の抑止にも取り組んでいる。 

京都府 八木
や ぎ

  昭
あきら

 
1．京都府鳥獣保護員として自然環境の適正な保全管理のた

め、森林内の巡視等に努めた。 

2．平成 5年には日本野鳥の会京都支部長として日本鳥類保

護連盟による「全国野鳥保護のつどい」を成功させ、同

時に出版された記念誌「京都の野鳥」の編集にも携る。 

3.京都府の依頼により、コウノトリに関する勉強会の講師

を務め、コウノトリが安心して生息できるよう様々な場

面で貢献した。その後、自らが代表となり、「亀岡コウノ

トリの会」を発足させ、兵庫県豊岡市と連携しながらコ

ウノトリの行動把握に努めている。 

4．昭和 41年から 48年間にわたり冠島でのオオミズナギド

リの調査に従事し、保護活動に多大な貢献をした。 

東京都 都立
と り つ

 

小笠原
お が さ わ ら

高等学校
こうとうがっこう

 

1.平成 19年度から総合的な学習の時間において「環境ボラ

ンティア」として、タマナ等の在来種植栽やホナガソウ

等の移入種除去を継続的に行い、地域の自然環境保全に

貢献している。 

2.平成 21 年度から総合的な学習の時間において自然保護

活動を実施。グリーンアノールなどの外来種駆除活動を

支援しモモタマナ等の在来種植栽や海岸清掃も行ってお

り、活動を充実させている。 

3.平成 22年度に部活動「自然保護研究会」を設立し、自然

保護活動とともに小笠原の自然の特異性や保護の重要性

を地域内外に発信している。 
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鹿児島県 出水
い ず み

市立
し り つ

 

高尾野
た か お の

中学校
ちゅうがっこう

 

1.平成 16 年度より総合的な学習の時間にツルに関する学

習を設定し、講師を招聘して全校でツルに関する知識を

深めている。 

2．平成 8年度からツルクラブを中心とするツルの羽数調査

や生態調査を行っており、平成 25年度より、愛鳥モデル

校の指定を受け、継続的に活動を行っている。 

3.出水市クレインパークや出水・高尾野国設鳥獣保護区管

理員に指導を受けながら、羽数調査を行い、出水市教育

員会が行う「ツルガイド検定」に取り組んでいる。 

北海道 鶴居村
つ る い む ら

タンチョウ 

愛護会
あ い ご か い

 

1．給餌場にタンチョウに関する看板を設置し広く愛護の精

神を普及するとともに、タンチョウのねぐら付近への立

ち入りを防止するための看板を設置し啓発を行ってい

る。 

2.給餌場の草刈りをはじめ木柵の整備、タンチョウのねぐ

らである河川の中洲の柳の伐採作業等環境整備を行って

いる。 

3.村内のタンチョウの生息状況等について調査し、保護活

動の基礎資料としている。 

4.北海道が実施する「タンチョウ越冬分布調査」並びに村

が実施するタンチョウの農業被害対策に協力している。 

 

3.文部科学大臣賞（2件） 

 

都道府県名 氏 名 功績概要 

富山県 舟橋
ふなはし

村立
そんりつ

 

舟橋
ふなはし

小学校
しょうがっこう

 

1.総合的な学習の時間に校区を流れる用水・川に生息す

る生きもの調査を実施している。  

2.平成 26年に竹鼻用水で絶滅危惧種のトミヨの発見か

ら多様な生きものが棲む竹鼻用水を守る活動を進め

る。 

3.平成 27年に「富山県やせいの生きものふれあいモデ

ル校」に指定され、生物多様性の保全を推進する。 

山梨県 山中湖
や ま な か こ

村立
そんりつ

 

山中湖
や ま な か こ

中学校
ちゅうがっこう

 

1.昭和42年より山梨県野鳥愛護愛鳥モデル校指定以来、

技術・家庭科等の授業を通して、巣箱作りに取り組み、

学校周辺及び村内の諸施設周辺に巣箱かけを行って

いる。 

2.野鳥が食する実のなる木の植樹も並行して行ってお

り、20年間で 1,690 本の植樹を行った。 

3.平成元年より、山梨県、山中湖村、公益財団法人堀内

洪庵会の協力を得て、「自然愛護教室」「愛鳥のつどい」

を毎年実施している。 
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4.林野庁長官感謝状（3件） 

 

都道府県 受 賞 者 功績概要 

栃木県 茂木
も て ぎ

町立
ちょうりつ

 

中川
なかがわ

小学校
しょうがっこう

 

1.平成 14年度以降 15年間にわたり、継続的に探鳥会を

実施している。探鳥会から課題を設定し、追究を行い

その成果を発表している。 

2.学校近くに流れる那珂川の観察を通して、自然環境の

保全や野生生物保護に向けての意識の高揚を図って

いる。 

3.地域ボランティアの指導により棚田での稲作に取り

組んでおり、棚田の保存に貢献している。棚田での準

絶滅危惧種シュレーゲルアオガエルの観察から野生

生物の保護に関する意識が高まっている。 

4.学校林への遊歩道の設置・整備を地域住民・保護者と

ともに行い、自然観察の場として活用している。 

兵庫県 尼崎
あまがさき

市立
し り つ

 

成
せい

良
りょう

中学校
ちゅうがっこう

 

1.総合的な学習の時間を中心に各教科と連携し、100 年

後を見据えた生物多様性に富む「尼崎 21 世紀の森づ

くり」の活動を行っている。 

2.地元で自生する広葉樹の苗木を育て、植樹、間伐を行

いながら森を育て、巣箱を設置し営巣状態を観察しなが

ら野鳥をはじめとする生物が生息しやすい環境づくり

を目指す取り組みを続けている。 

3.委員会活動や課外クラブ活動の取り組みとして、学校

の屋上緑化活動でバードピア開発を続けている。 

4.地域の方々を対象にユネスコセミナーや環境フォー

ラムを開催、参加し、野生生物保護について啓発活動

を行っている。 

広島県 江田島
え た じ ま

市立
し り つ

 

切
きり

串
くし

小学校
しょうがっこう

 

1.平成 17 年から学校林の「古鷹山ビオトープ」の観察

活動を行い、そこに生息する絶滅危惧種ベニイトトン

ボや水草のアカウキクサ、イトトリゲモの保護活動を

進めている。 

2.自然環境の調査を通して、課題を多面的・総合的に考

え、地域の方々とともに行動したことを地域や後輩た

ちに発信してきた。 

3.生活科や総合的な学習の時間を中心に学校全体で取

り組みを進めている。 
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5.公益財団法人日本鳥類保護連盟会長賞（3件） 

 

都道府県名 氏 名 功績概要 

長野県 西村
にしむら

 豊
ゆたか

 

 

1.昭和 52年から野生傷病獣の救護に取り組み、約 39年

間で 300頭以上を救護した。また、県内外の学校、団

体、企業などから講演や自然観察会の講師依頼があ

り、野生動物保護の普及啓発に努めている。 

2.平成 11 年から長野県野生傷病鳥獣救護ボランティア

に登録し、ニホンヤマネなど多数の傷病獣の救護と野

生復帰に多大な貢献をした。 

3.地域の中学生や高校生などに救護の方法を教え、後継

者の育成を図っている。 

鹿児島県 

 

奄
あま

美
み

市立
し り つ

 

住用
すみよう

小学校
しょうがっこう

 

1.平成 18 年度より、総合的な学習の時間で、リュウキ

ュウアユの観察を通し保護活動に対する課題意識を

もち、保護活動を主体的に行う取り組みをしている。 

2.PTA 等の活動を通して、校区内及び校区の河川等の清

掃活動や産卵場所の整地等を行い、地域の保護思想向

上を高めている。 

神奈川県 横浜市
よ こ は ま し

繁殖
はんしょく

 

センター 

 

1.平成 11年 4 月に開設し、現在は、13 種類 197 点の希

少野生動物の保護・繁殖と調査・研究を実施している。 

2.平成 15 年からインドネシア政府と共同で「カンムリ

シロムク野生復帰事業」を実施し、繁殖個体をインド

ネシアへ野生復帰活動のため送致している。 

3.平成 27 年 6 月には、日本で初となるミゾゴイの繁殖

に成功し、保護事業が広く市民に知られることになっ

た。 

4.毎年夏休みに「科学スクール」や「施設見学会」など

で参加者に野生動物の保護繁殖活動を通して環境教

育を実施している。 
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6.環境省自然環境局長賞（6件） 

 

都道府県名 氏 名 功績概要 

茨城県 下里
しもさと

 勝彦
かつひこ

 
1.「とりで鳥の会」の発足時から探鳥会を通じて野鳥の保

護及び自然環境保護への普及啓蒙に貢献している。 

2.日本野鳥の会茨城県主催の探鳥会をはじめ、地元自治

会、小学校の野外活動において、講師など指導的な役割

を務め自然へのふれあいを通じて野生生物保護の普及

啓蒙に貢献している。 

3.平成 5年から利根川河川敷においてワシ・タカ類の秋の

渡り調査の実施をはじめ、ガン・カモ・ハクチョウ類及

びシギ・チドリ類の調査協力を行っている。 

栃木県 名塚
な づ か

 史雄
ふ み お

 
1.今市の自然を知る会が、日光市木和田島弁天沼湿原の調

査を実施した際、特に植物分野の中心的な存在となり、

精力的な調査を行った。 

2.横根高原保全・活用協議会が、平成 25 年度に行った井

戸湿原の動植物調査では、鹿沼自然観察会の一員とし

て、意欲的に現地調査を行い、生態系維持回復事業に貢

献しており、植物の保護等の活動に尽力している。 

3.鹿沼市文化財保護審議会委員として委嘱され、市内の天

然記念物関係の調査・研究に尽力している。 

長野県 井出
い で

 悦
えつ

雄
お

 
1.長野県鳥獣保護員、環境省鳥獣保護管理員として 34 年

間、鳥獣保護区の野生生物の保護等に尽力した。 

2.国指定浅間鳥獣保護区での保護に係る巡視、施設管理、

鳥獣の生息状況調査、利用者に対する指導等を継続して

実施し、鳥獣保護に係る助言や、巡視の際の利用者への

積極的な声かけなど、野生生物の保護に対する普及啓発

に積極的に取り組んでいる。 

3.鳥獣以外にも高山植物保護対策やボランティア活動と

しての森林の維持造成などにも積極的に取り組んでい

る。 

東京都 都立
と り つ

 

国分寺
こ く ぶ ん じ

高等学校
こうとうがっこう

 

1.平成 22 年 8 月から伊豆大島の天然記念物のカラスバト

の生態調査及びまとめを毎年実施した。 

2.サイエンス・パートナーシップ・プログラムとして、伊

豆大島のカラスバトの生態調査及びまとめを行い、「安

定同位体比・遺伝子・直接観察で解析する天然記念物カ

ラスバトの生態」をテーマに様々な調査を実施した。 

3.日本鳥学会での発表をはじめ、カラスバトの存在を広く

知らしめ、その保護活動の一助となった。 
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愛媛県 上島
かみじま

町立
ちょうりつ

 

魚島
うおしま

小学校
しょうがっこう

 

1.平成 23 年より、全校児童と魚島中学校生徒全員、教職

員全員が保護者、地域の方々と協力して、海岸清掃を継

続して行い水質改善の成果が得られた。 

2.平成 23 年より愛鳥モデル校の指定を受け、児童全員で

巣箱の設置や野鳥観察など野鳥を通して、自然保護の呼

び掛けなどを行うなど、自然環境を守る意識は高まって

いる。 

3.平成 26 年から NPO 法人「頼れるふるさとネット」と連

携してテーマを設定し 5、6 年生が調査活動を継続的に

行い、調査結果の普及啓発に努め、地域や関係者から高

く評価されている。 

福島県 日本
に ほ ん

野鳥
やちょう

の会
かい

 

郡山
こおりやま

支部
し ぶ

 

1.公共施設建設のため埋め立てられるため池に生息する

オオヨシキリの減少に危機感を抱いたことをきっかけ

に、平成 6年よりカッコウの生息調査を行い、市街地の

自然の減少に警鐘を鳴らす活動をしている。 

2.市内小・中学校の児童、生徒及び一般市民の協力を得て

アンケート方式による調査結果を行政機関や協力学校

等に配布するとともに、一般市民・小・中学校を対象に

「カッコウ報告会」を実施し、自然保護の普及啓発活動

を行っている。 
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7.公益財団法人日本鳥類保護連盟会長褒状及び会長感謝状 

 

  公益財団法人日本鳥類保護連盟会長褒状（18件） 

 

 ◆個 人（10名）                        ◆学 校（8校） 

                         

                         

                                         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

公益財団法人日本鳥類保護連盟会長感謝状（2件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県名 氏 名 

群馬県 原島
はらしま

 早苗
さ な え

 

群馬県 三上
み か み

 金
きん

次
じ

 

埼玉県 栢
かや

森
もり

 武
たけ

等
ひと

 

石川県 平野
ひ ら の

 賢
けん

次
じ

 

山梨県 進藤
しんどう

 直美
な お み

 

静岡県 眞下
ま し も

 享宗
たかむね

 

滋賀県 松崎
まつざき

 壮志郎
そ う し ろ う

 

和歌山県 広畑
ひろはた

 友三
ともぞう

 

和歌山県 元家
も と や

 好美
よ し み

 

大分県 工藤
く ど う

 裕彦
ひろひこ

 

都道府県名 学校名 

青森県 深浦
ふかうら

町立
ちょうりつ

いわさき小学校
しょうがっこう

 

埼玉県 飯能
はんのう

市立
し り つ

東
ひがし

吾野
あ が の

小学校
しょうがっこう

 

愛知県 東浦
ひがしうら

町立
ちょうりつ

藤江
ふ じ え

小学校
しょうがっこう

 

奈良県 五條市立阪合部
ご じょ う し りつ さ か あい べ

小学校
しょうがっこう

 

島根県 大田
お お だ

市立
し り つ

北三瓶
き た さ ん べ

小学校
しょうがっこう

 

山口県 周
しゅう

南市立
な ん し り つ

八代
や し ろ

小学校
しょうがっこう

 

福岡県 豊前市立合
ぶ ぜ ん し り つ ご う

岩中
いわちゅう

学校
がっこう

 

福岡県 宮
みや

若
わか

市立
し り つ

山口
やまぐち

小学校
しょうがっこう

 

都道府県名 団 体 名 

岩手県 
たきざわ環境

かんきょう

パートナー会議
か い ぎ

プロジェクトチーム 

「ホタル探検隊
たんけんたい

」 

神奈川県 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

野生
や せ い

動物
どうぶつ

救護
きゅうご

の会
かい
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  8.環境省自然環境局長感謝状 

  鳥獣保護管理員等（62件） 

 

  

都道府県 氏 名 都道府県 氏 名 都道府県 氏名 

北海道 木村
き む ら

 英雄
ひ で お

 埼玉県 渡邊
わたな べ

 初夫
は つ お

 愛知県 牧
ま き

 元一
も と か ず

 

北海道 鈴木
す ず き

 和博
かずひ ろ

 千葉県 鈴木
す ず き

 信敏
の ぶ と し

 愛知県 吉田
よ し だ

 修
おさむ

 

北海道 中川
なかがわ

 正裕
ま さ ひ ろ

 神奈川県 八木
や ぎ

 信明
のぶ あ き

 滋賀県 上田
う え だ

 文吾
ぶ ん ご

 

北海道 田口
た ぐ ち

 重松
し げ ま つ

 神奈川県 浜田
は ま だ

 御
み

喜
き

男
お

 大阪府 井上
い の う え

 昇吾
し ょ う ご

 

北海道 中嶋
な か じ ま

 弘美
ひ ろ み

 神奈川県 平本
ひ ら も と

 稔
みのる

 兵庫県 吹田
す い た

 修身
お さ み

 

北海道 熊田
く ま だ

 修二
し ゅ う じ

 神奈川県 鹿島
か し ま

 昇
のぼる

 兵庫県 村井
む ら い

 洋介
よ う す け

 

青森県 髙田
た か だ

 敏幸
と し ゆ き

 神奈川県 大
お お

舘
だ ち

 三郎
さ ぶ ろ う

 兵庫県 川中
かわなか

 忠行
た だ ゆき

 

青森県 松浦
ま つ う ら

 勉
つとむ

 新潟県 近藤
こ ん ど う

 敬一
け い いち

 島根県 品川
しな がわ

 光広
みつひ ろ

 

岩手県 相澤
あ いざ わ

 貞
て い

一郎
い ち ろ う

 新潟県 小林
こ ば や し

 孝行
たか ゆ き

 岡山県 三上
み か み

 節夫
せ つ お

 

秋田県 吉田
よ し だ

 伸一
し ん い ち

 新潟県 中山
なかや ま

 弘
ひろむ

 岡山県 長尾
な が お

 一三
か ず み

 

山形県 今野
こ ん の

 征司
せ い じ

 新潟県 渡辺
わたな べ

 宣二
せ ん じ

 岡山県 池田
い け だ

 哲也
て つ や

 

山形県 阿曽
あ そ

 建夫
た て お

 新潟県 本間
ほ ん ま

 忠良
た だ よ し

 山口県 木村
き む ら

 榮治
え い じ

 

福島県 栗田
く り た

 傳一
でん いち

 新潟県 名古屋
な ご や

 与一
よ い ち

 愛媛県 高須賀
た か す か

 徹
てつ

彰
あ き

 

福島県 齋藤
さ い と う

 富雄
と み お

 富山県 岡部
お か べ

 信保
のぶやす

 福岡県 小森
こ も り

 昌明
ま さ あ き

 

福島県 本田
ほ ん だ

 常次
つ ね じ

 富山県 檜物
ひ も の

 芳晴
よ し は る

 熊本県 立山
た てやま

 比
ひ

呂
ろ

志
し

 

茨城県 足立
あ だ ち

 守
おさむ

 富山県 今井
い ま い

 芳正
よ し ま さ

 熊本県 高日
た か ひ

 寒
かん

二
じ

 

茨城県 梅原
う め ば ら

 和彦
かずひ こ

 富山県 片山
かたや ま

 国
く に

丸
ま る

 熊本県 右
みぎ

山
やま

 敏博
と し ひ ろ

 

栃木県 橋本
は し も と

 公夫
き み お

 石川県 夛田
た だ

 征
せい

志
し

 大分県 森本
も り も と

 一男
か ず お

 

群馬県 清水
し み ず

 正一
しょういち

 山梨県 古屋
ふ る や

 和雄
か ず お

 大分県 椋
む く

野
の

 松男
ま つ お

 

埼玉県 伊藤
い と う

 憲司
け ん じ

 愛知県 宮田
み や た

 清一
せ い いち

 宮崎県 荒川
あ らか わ

 岩男
い わ お

 

埼玉県 野村
の む ら

 洋治
よ う じ

 愛知県 加藤
か と う

 千幸
かずゆ き

   


